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図1.  震央分布・観測点分布を示す

1) 7月26日～8月24日：海域臨時観測網データ＋陸域臨時観測網データ＋定常観測点データ
→

 

震源域の3次元地震波速度構造と余震分布(660個)を決定

2) 上記の3次元地震波速度構造と余震分布を固定して、下記のデータ内の余震(気象庁一元

 

化処理震源M1.5以上)を再決定

7月16日10時13分～18時24分：定常観測点データ
7月16日18時25分～7月25日、8月25日～29日：陸域臨時観測網データ＋定常観測点データ
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